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はじめに
　本論文では、地理情報システム（GIS）による分析により適した『防長風土注進案』村別地
図データの作成方法について述べる。従来の地図データから大きく改善された点は、今回の地
図が緯度経度の座標系情報を保持することである。今後は地形・気象など様々なデータとの連
携が容易になり、『防長風土注進案』研究の進展に寄与することが期待される。

１．先行ベースマップの概要と課題
　『防長風土注進案』データベースの成果を空間的に表示するための地図データ（ベースマップ）
はこれまでに２つ製作されている。一つは五島が1980年代後半にフォートランで分布図を描画
するために作成したもの、もう一つは2002年に発表されたD. ミホバ教授（山口大学教育学部）
の作成によるシェープファイル形式の面データ（2002年版）である。いずれも「防長両国村別
地図」をトレース原図あるいは主要な参照資料としている。この地図は、明治17年作成の「山
口県全図」をベースにし、『防長風土注進案』に記載されている村名や他の村との隣接関係を
参考に、村の範囲を復元したものである。『山口県近世史研究要覧』（1976年）、『防長歴史用語
辞典』（1986年）にも掲載されている。
　しかしながら、この「防長両国村別地図」に依拠してGIS 用の村別地図（面データ）を作
成する場合、この地図に緯度経度のポイントが付されていないことが障害となる。2002年度版
のベースマップは、ArcGIS で表示は可能だが、座標系が「未設定」になるため、他の地図デー
タとの重ね合わせなどが円滑にできない。ならば、形状を変形させながら座標系にのるよう修
正作業を行おうとしても、原図の「防長両国村別地図」がもつ図形的な歪みは、部分ごとに東
西南北の伸縮度合いが異なるため、手作業で現在の地図に重ねることは至難の業である。海岸
線は細部が省略されるなど形状が若干変化しているため、外形線（海岸線）で合わせることも
難しい。これら２種類のベースマップは「防長両国村別地図」という絵地図（イラスト）をデ
ジタルトレースし、防長風土注進案データベースとリンクさせてその情報を地図図形上に表示
できるようにしたもの、といえる。
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　つまり、「防長両国村別地図」からのトレースでは、座標系を持つ地図データの作成は無理
であり、何か他の方法を考えなくてはならない、ということである。

２．防長風土注進案ベースマップ2014年版の作成方法
　防長風土注進案ベースマップ2014年版（図１～３、表１・２）の作成方法の最大の特色は、
現代の地図データから19世紀中葉（江戸時代末期）における長州藩の村の範囲を近似的に復元
した点にある。公開されている行政界面データの結合・分割により注進案の村別地図の近似的
復元を行うことができれば、座標系をもつ地図データが作成できるため、GIS での活用に好適
である。そこで注目した行政区域データが総務省の国勢調査データに含まれている大字区域の
面データである。森下徹教授（山口大学教育学部）ほかから、現在の大字区域と江戸時代の村
の範囲はおおよそ一致する場合が多いというご教示をいただき、作業が可能と判断した。

作業１．大字区域シェープファイルの入手
　大字区域データは、ホームページ「政府統計の総合窓口 e-Stat」から入手可能である。サイ
トの構築には総務省統計局を中心として各省庁が参画し、独立行政法人統計センターが運用管
理を行っている。トップページから、 地図や図表で見る >地図で見る統計（統計GIS）データ
ダウンロード＞統計表検索画面まで進むと、ダウンロード用の表内容を選択する画面が表示さ
れる。下記の手順で選択した。
　Step１：統計調査（集計）を選択では「平成12年国勢調査（小地域）」。
　Step２：統計表を選択（複数選択可能）では世帯人員別一般世帯数。
　Step３： 地域選択では、山口県を選択。データは市区町村別になっているため、すべての市

図１　防長風土注進案ベースマップ2014年版（村の境界線は長州藩内のみ表示）
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町村を選択してダウンロードを行う。
　データは日本測地系・世界測地系・平面直角座標系の各種座標系について、シェープ（shape）
形式とG-XML形式で提供されている。市町村別データを一つのファイルに結合し作業を行い
やすくするには、フリーソフトの「GeoMerge」や、ArcGIS10のジオプロセシング（メニュー
バー）のマージを用いる。座標系については分析者の必要に応じて選択でき、ArcGIS では
Toolbox ＞データ管理ツール＞投影変換と座標変換で座標系間の相互変換も可能である。山口
県内のみの分析なら見慣れた地図として表示される平面直角系が適切である。今回は九州や四
国などの隣接地域や日本国内での比較研究も考慮し、世界測地系のデータを使用している。こ
の座標系を採用した地図は、平面直角座標系に比べ縦方向が若干縮まる。

作業２．行政区域データの対応・分割・結合による村の範囲の近似的な復元
　大字区域を村の範囲に近似させる方法は、下記の４つのパターンに大別できる。
ケース１： １対１の対応。大字名と注進案の村名が「ほぼ同一名」の場合は、大字区域をその

まま注進案の村の範囲とした。島は同じ大字に対応する村に含める。
ケース２： 大字名が注進案の村名にない、つまり大字名と村名が一致しない場合は、字名の類

似性や『防長風土注進案』に記載されている地名や村どうしの隣接関係、「防長両
国村別地図」に表示された位置関係などを参考にし、以下の方法を採った。

　　　２ａ： １対１の対応。１村の範囲に該当すると思われる大字区域１個を対応させる。
　　　２ｂ： 結合。複数の大字を一括して村の範囲とする。町名変更が多く直線的に区画され

ている都市部や沿岸部の埋め立て地では、直線的な形状となる。
ケース３： 分割。大字名が注進案の複数村を含むと判断できる場合は、各村の隣接関係を参考

に大字区域の面データを分割した。共通の地名を含む大字区域を結合してから分割
したケースも含む。細分線の根拠が現段階では不明である場合、直線で分割し暫定
処置であることを明確にしている。

ケース４： 結合。注進案の記載が複数の村を一括している場合は、それに対応すると思われる
字名を結合した。

３．大字区域データの分割・統合の記録（図２・３、表１・２）
　以下にケース１以外で説明が必要と思われる事例をまとめる。
大島宰判
　・久賀村・同浦：ケース４。久賀村と久賀浦を一括しており、周防大島町大字久賀とする。
　・頭島、浮島、前島は注進案での村名が判然としないため、今回の地図からは除外した。
上関宰判
　・ 上関、戸津村、白井田村、四代村、蒲井村：ケース３。上関町長島島内を各村の位置関係

を参考に５つに分割した。上関浦方は上関の本州側に面した一部をあてた。
熊毛宰判
　・ 上小周防村、小周防村：ケース３。光市大字小周防を分割し、北部を上小周防村、南部を

小周防村とした。
　・ 室積村、室積浦：ケース２ｂ。光市室積１～８丁目を室積浦、それ以外大字室積は室積村。
　・ 八代村：ケース３。一部が三丘之内八代村として別に記述されている。宍戸氏の領地が三

丘と総称されており、三丘之内八代村の表記は八代村の一部が宍戸氏の領地であることを
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示すと考えられる。八代村内の南東部に三丘之内八代村の面を作成した。
　・ ケース２ａ：長野村に徳山市大字西長野、岩田村に光市大字立野、立野村に光市大字立野

旭・山田をそれぞれ対応させた。
都濃宰判
　・ 末武中村、末武下村：ケース３。下松市大字末武下・美里町・笠戸島を一括して末武下村

とし、それ以東と末武中を末武中村とした。
　・ 長穂給：ケース３。長穂村内にある某氏の給地を示すと思われる。境界が不明のため、暫

定処置として長穂村内に長穂給を示す円形の面を作成した。
　・ 下谷（くだたに）村：防長両国村別地図では徳山藩の所領とされているが、誤りであり長

州藩に含めた。
　・川上村：ケース２ａ。徳山市大字中野に対応させた。
三田尻宰判
　・ ケース２ａ：西ノ浦前ヶ浜に防府市大字西浦新地西東、西ノ浦鹿角村に防府市大字西浦女

山を対応させた。
　・西ノ浦新御開作：ケース２ｂ。防府市大字西浦新地西・西浦新地東・西浦干拓をあてた。
山口宰判
　・ ケース２ａ：桜畑村に山口市大字宮野下、恋路村に山口市大字宮野下上恋路、仁保庄下郷

に山口市大字仁保中郷、深野村に山口市大字仁保下郷を対応させた。
　・ 中村、七房村：ケース３。山口市大字宮野上のうち、中村に南部、七房村に北部をあてた。
　・ 御堀村、問田村：ケース３。山口市。大内御堀と付く大字を結合したのち南北に分割。北

部を御堀村、南部を問田村とした。
　・ 平井庄・吉田郷・恒富保：ケース４。山口市。平井あるいは吉田と付く大字名を結合し対

応させた。恒富保（つねとみほ）に対応すると思われる字名は見い出せなかった。
　・ 黒川村、平野村：ケース３。山口市。黒川が付く大字名をすべて結合し、その南東部を直

線で区切り平野村に、残りの部分を黒川村にそれぞれ対応させた。
　・上宇野令：ケース２ｂ。山口市大字上宇野令のほか、山口市の白石・滝町・天花も含めた。
　・ 下宇野令・中尾：ケース４。山口市大字下宇野令と大字中尾のほか、山口市中心市街地南

西部の湯田温泉付近も含めた。北は山口市緑町・中園町、東は富田原町、南は葵１丁目・
葵２丁目、西は赤妻町・錦町までを含む範囲である。

　・ 山口街：ケース２ｂ。山口市の大殿大路を中心に北は山口市木町、東は金古曽町、南は三
和町、西は春日町までを含む範囲とした。

小郡宰判
　・ケース２ａ：上中郷に小郡市大字上郷、本郷に山口市西（秋穂西）を対応させた。
　・ 青江村、大海村：ケース３。山口市東（秋穂東）を分割、北半を大海村、南半を青江村。
舟木宰判
　・万倉村・今富村：ケース４。宇部市大字奥万倉と大字今富を結合した。
　・舟木村、舟木市村、逢阪村：ケース３。宇部市大字舟木を三分割し対応させた。
　・ 西高泊村、後潟御開作：ケース３。山陽小野田市大字仙崎と大字西高泊を結合し、大部分

を西高泊村に当て、海岸部を後潟御開作に対応させた。
　・ 西須恵村：ケース２ｂ。山陽小野田市の南部、有帆川以南をあてた。大字小野田、須恵１

～３丁目を主体とする。
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　・ 藤曲村・奥壇村・中山村：ケース４。宇部市。厚東川沿いの中山と藤曲を含む大字名すべ
てを結合した。奥壇およびそれに類似する大字はない。

　・ 小串村・宇部村・川上村：ケース４。宇部市南部の大字小串・大字上宇部・大字川上とそ
の周辺の大字を結合した。

　・ 木田村・瓜生野村・車地村・山中村：ケース４。宇部市内陸部の木田・山中・善和の地名
を含む大字すべてを結合し、この範囲とした。

　・ 小野檪原：ケース２b。宇部市大字檪原・荒瀬および小野が付く大字名のうち一之坂・臼麻・
大山・花香・両川・岩川・来見・瀬戸・美保・平原を結合し、その範囲とした。

　・ 如意寺村・下ノ小野村：ケース４。宇部市大字如意寺・下小野・西下小野・小野阿武瀬を
対応させた。

　・市ノ小野：ケース２ｂ。宇部市東市ノ小野と西市ノ小野を結合した。
　・ 宇内村・上ノ小野村：ケース４。宇部市大字小野上小野・小野上宇内・小野中宇内・小野

下宇内を結合した。
吉田宰判
　・末益村：ケース２ｂ。山陽小野田市大字郡・山川・鴨庄を結合した。
　・ 土生浦：ケース３。山陽小野田市大字埴生・福田を結合した範囲から、長府藩領分を除外

する必要があるが、境界は複雑に入り組むため現段階ではすべて土生浦に含めている。
　・山中村：ケース２ｂ。美祢市大字山中・堀越・奥万倉を結合し対応させた。
　・ 今浦御開作：ケース２ｂ。入江を埋め立てた開作地は新地と総称されていたことから、下

関市の今浦町に加え新地町、新地西町、上新地町１～５丁目を加え結合。
先大津宰判
　・ ケース２ａ：日置村に長門市大字日置中、日置上村に同市大字日置上、日置下村に同市大

字日置下をそれぞれ対応させた。
　・ 久富・新別名・河原・蔵小田・角山：当時の行政事情により各村の一部の会計を合算した

まとまりであり、地理的空間を有する区分ではない。そのため円形の面で表示した。
　・ 神田下村：ケース３。下関市大字神田から長府藩領の島戸浦を除外する必要がある。
　・ 瀬戸崎浦、白潟浦、青海村大日比浦：ケース３。長門市大字仙崎の範囲のうち、本州部分

の半島先端部のみ白潟浦としそれ以外を瀬戸崎浦とした。島部は青海村大日比浦で一括さ
れているのでそのまま対応させた。

　・河島庄：ケース２ｂ。現在の萩市中心部に相当。松本川・橋本川に挟まれた区域を一括。
　・大井黒川村：ケース３。萩市大字大井・黒川を結合し北半の徳山藩領分を除いた範囲。
　・川上村：萩市。大字の名称が元データになく無名になっている。詳細を確認する必要あり。

　作成した防長風土注進案ベースマップ2014年版には、今後の活用を考慮し数種類の情報を付
与している。村名は原典表記と常用漢字の２種類の表記を用意した。文献資料の活字化におけ
る一般的な慣例に従い、通常の村名表記は常用漢字を用いる。五島と森下教授により「・」の
要不要も確認している。全326村のうち41村の村名漢字表記が変更となる。読みがなも必要不
可欠である。そのほか、所属宰判の名称・宰判コード・巻番号・巻別村番号も加える。巻番号
と巻別村番号を合わせた村コードを ID（識別子）として利用できるが、一覧表ではより分か
りやすい連番を IDにしている。同名異村は８件あり（表１・２でトーンをかけている村）、
IDを用いないとArcGIS でのテーブル結合が正しく実行されない。
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図２　防長風土注進案ベースマップ2014年版　西部（図中番号は表１・２と対応する）
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図３　防長風土注進案ベースマップ2014年版　東部（図中番号は表１・２と対応する）



─ 80 ─

中村　大・五島淑子

表１　『防長風土注進案』ベースマップ2014年版　村名一覧　⑴
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表２　『防長風土注進案』ベースマップ2014年版　村名一覧　⑵
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４．まとめ：活用の展望と今後の課題
　今回作成したベースマップ2014年版の最大の利点は、ほかの地図データと組み合わせて多彩
な表現が可能になることである。図４のように、地形や河川を追加し地形環境を立体的に表現
した地図は、産物とそのバックグラウンドの自然環境との関係をより具体的にイメージさせる
だろう。注意すべき点は、ある産物の有無をシンボルで地図上に表示する場合、複数の島や飛
び地を含む村ではシンボルはそのなかの一つのエリアにしか表示されないことである。面で塗
りつぶす表示にすれば複数の島や飛び地も同一村として塗りつぶされるため問題はなくなる。
また、大字区域データの瀬戸内海側では、埋め立てや港湾整備を反映して四角形の突起が並ぶ
ような海岸線もかなり多く、江戸時代の海岸線らしくない。明治時代の陸測図などを参考に工
業化以前の海岸線に置き換える作業が必要であろう。
　本稿は科学研究費補助金「地理情報システムを活用した食文化研究の構築」（研究課題番号：
23500928、五島淑子代表）」の助成による研究の一部である。最後に、種々のご教示やデータ
の提供をいただいた森下教授、ミホバ教授、松森智彦氏に御礼を申し上げる。
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図４　標高・陰影・河川のデータを重ね合わせた防長風土注進案ベースマップ


